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本町の被害状況（被害調査５日本町の被害状況（被害調査５日　※７月７日とりまとめ分　※７月７日とりまとめ分））
住　

宅

　

床
上
浸
水

　
　

７
区
６
戸　

９
区
17
戸　

11
区
１
戸

　
　

20
区
２
戸　

22
区
１
戸　

24
区
37
戸

　
　

26
区
１
戸　

計
66
戸

　

床
下
浸
水

　
　

１
区
１
戸　

３
区
１
戸　

４
区
２
戸

　
　

７
区
３
戸　

９
区
３
戸　

11
区
７
戸

　
　

12
区
１
戸　

13
区
１
戸　

15
区
４
戸

　
　

16
区
３
戸　

19
区
１
戸　

20
区
２
戸

　
　

21
区
２
戸　

22
区
３
戸　

24
区
17
戸

　
　

計
51
戸

そ
の
他

　

事
務
所
、
附
属
家

　
　

床
上
浸
水　

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
他
１

　
　

床
下
浸
水　

木
上
平
岩
公
民
館

　
　

事
業
用
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

　
　

ン
、
田
植
え
機
、
葉
タ
バ
コ
乾
燥
機
等
）

　
　

の
水
没

　
　

乗
用
車
・
軽
自
動
車
の
水
没

　
　

山
の
斜
面
や
水
田
の
畦
畔
の
法
面
の
崩
落

　
　

道
路
や
耕
作
地
へ
の
土
砂
の
流
入

　
　

河
川
の
護
岸
擁
壁
の
崩
壊

　
　

水
無
川
橋
（
福
島
↓
平
良
）
損
壊

　

７
月
５
日
（
日
）
〜
６
日
（
月
）

　

降
雨
被
災
（
住
宅
）

　
　

床
下
浸
水　

11
区
２
戸

　

災
害
ゴ
ミ
仮
置
場
７
月
５
日
開
設

（
武
道
館
裏
↓
７
月
８
日
〜
一
武
中
跡
地
）

令和２年７月豪雨令和２年７月豪雨
冠
水
し
た

　

田
畑
と
道
路

職
員
と
一
緒
に

　
議
員
も
土
の
う
作
り
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⑨
錦
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

保
険
税
率
の
改
正
に
伴
う
も
の

⑩
錦
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る

も
の

業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て

契
約
の
目
的

錦
町
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
機
器
更
新
業
務

契
約
金
額

１
億
１
，
３
９
０
万
２
，
８
０
０
円

契
約
の
相
手
方

イ
ク
ス
ト
ラ
イ
ド
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

岡
村　

健
志

①
平
成
31
年
度
錦
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

②
平
成
31
年
度
錦
町
一
般
会
計
事
故
繰

越
し
繰
越
計
算
書

③
平
成
31
年
度
錦
町
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書

①
錦
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
専
決
処
分
）

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の

②
錦
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
専
決
処
分
）

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
（
限
度
額
の
引
き
上
げ

及
び
軽
減
対
象
の
拡
大
）

③
錦
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
専
決
処
分
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る
傷
病
手

当
金
の
条
項
を
加
え
る
も
の

④
錦
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
専
決
処
分
）

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
る
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
強
化
に
伴
い
改
正
す

る
も
の

⑤
錦
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
専
決
処
分
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
た
め
、
徴
収
猶
予
等
の
特
例
条
項

を
加
え
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の

⑥
錦
町
行
政
区
設
置
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
18
区
が
総
会
に
お
い
て
、
２
集
落

か
ら
１
集
落
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
改
正
す
る
も
の

⑦
錦
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

通
知
カ
ー
ド
発
行
等
の
廃
止
に
伴
い

改
正
す
る
も
の

⑧
錦
町
保
育
の
必
要
性
の
認
定
の
基
準

及
び
保
育
料
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
保
育
の
提
供
が
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
利
用
者
負
担
額
を
日
割
り
計
算

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
、
平
成
31
年
度
各
会
計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
の
承
認
13
件
、
令
和
２

年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
条
例
改
正
等
６
件
、
契
約
１
件
、
報
告
３
件
、
諮

問
１
件
、
人
事
案
件
２
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
、
可
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件
が
上
程
さ
れ
、
総
務
建
設
常
任
委

員
会
に
付
託
し
た
結
果
、
１
件
を
採
択
と
し
、
残
る
１
件
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

今
回
の
一
般
質
問
に
は
、
８
人
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

新型コロナウイルス感染症に新型コロナウイルス感染症に
対する専決を承認対する専決を承認定例会定例会

第２回

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

住　

所

　

錦
町
大
字
西
１
３
５
７
番
地
３

氏　

名　

東　
　

睦
子

住　

所

　

錦
町
大
字
西
２
８
９
９
番
地
４

氏　

名　

徳
田
由
紀
子

錦
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

住　

所

　

錦
町
大
字
一
武
１
８
３
９
番
地

氏　

名　

深
水　

勇
治

錦
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

住　

所

　

錦
町
大
字
一
武
１
８
８
０
番
地
１

氏　

名　

柳
瀬　

正
州

地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環
境

整
備
に
関
す
る
陳
情
書

陳
情
書
採
択

条
例
改
正
等

契　

約

人
事
案
件

報　

告

諮　

問
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議員名 質問事項 質問の要旨
岡田議員
（Ｐ６）

農業用水路、排水路の維持管
理の現状について

農家数の減少と高齢化で地区（工区）によっては溝さらえもまま
ならない。近い将来、農地の維持管理は出来ても、用排水路の維
持管理は難しい。町としての対応策は。

町水道事業の現状と将来に向
けた計画について

水道料金の値上げが計画されているが、現状での問題は無いのか。

町職員の勤務状況の改善につ
いて

①残業手当のあり方、勤務状況はどのように改善されたか。
②職員の健康、ストレスに対してどう対応しているのか。

荒川議員
（Ｐ７）

災害避難所「要改善点」課題
について

①避難所の感染対策について
②ハード面（駐車場外灯・バリアフリー化）改善について

人吉球磨定住自立圏共生ビ
ジョン・錦町総合計画・錦町
子ども子育て支援事業計画に
ついて

①人吉球磨定住自立圏共生ビジョン第１次ビジョンのＰＤＣＡサ
イクル検証と第２次ビジョンの問題点指摘

②錦町総合計画第５期のＰＤＣＡサイクル検証と第６期作成にあ
たり、問題点指摘

③錦町子ども子育て支援事業計画第１期のＰＤＣＡサイクル検証
と第２期作成にあたり、問題点指摘

　*P=Plan（計画）*D=Do（実施）
　*C=Check（評価）*A=Action（改善）

藤川議員
（Ｐ８）

町長の政治姿勢について問う ①町職員の労務管理について
②木上地区の活性化について
③「コロナ禍」対策について

右田議員
（Ｐ９）

第６期錦町総合計画について ①部活動から社会体育への移行後の支援について（継続）
②空き家等を利用したチャレンジショップの開設について（新規）
③乗合タクシーの充実　具体的な構想は（継続）
④国土強靭化の推進で国土強靭化地域計画の策定について（新規）

竹田議員
（Ｐ 10）

今後の新型コロナウイルス対
策

①町内感染者が出た場合の対策
②町職員の安全対策（防護服、マスク等）
③梅雨、台風シーズン時の避難所運営、増設の対策
④健診時のコロナ対策
⑤避難所のコロナ対策
⑥児童、生徒の学校生活の問題点は
⑦授業日数確保について
⑧給食センター納入業者
　錦町商業共同組合補助について
⑨町内各事業所への経営支援について
⑩今後のプレミアム商品券発券について

石松議員
（Ｐ 11）

錦南部農道について ①南部農道の進捗状況は
②流末排水路工事について
③狩政線の拡幅工事について
④狩政線の接続点と南部農道の一期地区の終点までの道路改良は
⑤工業団地線を南部農道につなぐ産業道路は

鳥獣害対策について ①耕作放棄地の現況と増減は
②耕作放棄地の発生防止と解消のため活動は
③鳥獣害対策として緊急に進める対策は
④狩猟者の確保育成に向けた取り組みは
⑤南部農道の山林側に金属柵の設置は

ひきこもり支援について ①錦町の現状と実態調査は
　調査をされているなら、その現状と実態は
②就労から居場所まで社会とつながる仕組みとして、町の考えは
③問題を抱える家族への支援体制は
④コロナウイルス感染予防のため、３ヶ月の休校を余儀なくされ
た子供達への対応は

⑤町の台所あかりの活用は

第２回定例会一般質問事項一覧
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議員名 質問事項 質問の要旨
早田議員
（Ｐ 12）

町の基幹産業への支援は ①小規模事業者持続化補助金の自己負担増額補助について
②錦町版持続化給付金事業について

企業誘致の現状は ①現在の状況は
②材料の調達は
③発電事業開始後に本町が期待する事（雇用、他産業の活性化）

災害対策について ①水無川　畑（コバ）堰水害対策について
②小中学校内整備について

𠮷田議員
（Ｐ 13）

新型コロナウイルス対応と今
後の町内経済対策について

①新型コロナウイルスで子供の学習時間確保と今後の対策
②ふるさと納税返礼品、学校給食に人吉球磨産牛肉の使用の考えは
③町独自の町民への給付と企業支援は

住民子供たちが安心安全で通
行出来る交通環境、公共施設
管理について

①町内の通学路（県道一武覚井、人吉水上、錦湯前）線の歩道の対策
と219号一武原地区の植樹帯の撤去と県道脇の樹木伐採の考えは

②町道中原線の拡幅の計画は
③錦湯前線一武バイパス開通に伴う交通指導員の増員と交差点の信号
設置とトリックアート、一武小校庭周囲のフェンスの高さについて

防災、減災国土強靭化対策事
業の今後と要望、自然災害と
新型コロナウイルスの複合災
害発生時の対応について

①南部農道の進捗状況と開通時期、排水対策は
②町有林、五分林の植林状況と今後
③木上岩城急傾斜対策と迫、野間地区の急傾斜対策は
④木上地区の企業誘致現状は
⑤新型コロナウイルスと地震が同時に発生（複合災害）時の対策は

第２回定例会一般質問事項一覧

定例議会一般質問に関する意見書定例議会一般質問に関する意見書
令和２年６月29日　　

錦町議会議長　金山　民幸　殿

　一般質問とは、議題と関係なく行財政全般にわたる議員主導による政策論議であるから、質問する議員も、受

ける執行機関とともに十分な準備が必要である。そのために、他の発言と違って通告制が採用されている。

　我々議員としては、通告締め切り日までに質問の構成を練り理論構成をして、その要旨を議長に通告して質問

の原稿を作成している。そのなかで同一内容の質問通告がある場合は、議会運営委員会や議長が調整すべきであ

る。また、議会運営に当たる議長としては、質問の要旨を理解し質問と答弁がよくかみ合うように議事を進めて

いくべきである。このために質問の要旨・質問事項詳細記載の通告制が錦町議会で採用されていると理解してい

る。*この通告に当たっては「質問の内容を具体的に記載する」と町村議会の運営に関する基準・第6章発言・第2

節一般質問84条項（議員必携149ページ参考）では示している。通告書に具体性がない場合、議長は受理するべき

ではない。また、一般質問は、議長の許可を得て行うものであり、議員の発言が自由だからと言って、どんな内

容の発言も許されるものではない。おのずから節度ある発言でなければならない。例えば、議場の秩序を乱した

り、品位を落とすものであったり、個人のプライバシーに関する発言まで許されるものではない。令和2年第2回

定例会において上記の問題点を検証し改善を願うものである。

　　　　　　　　　　提出者　錦町議会議員　　　　　　　岡田　武志　　　早田　和彦　　　竹田農利人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　秀晴　　　吉田　眞二　　　荒川　孝一
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一 般 質 問一 般 質 問

岡田 武志 議員

る
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
現
在

78
％
の
町
水
道
の
加
入
率
で
あ
り
、
残

り
が
簡
易
水
道
組
合
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。
二
つ
目
は
、
料
金
設
定
に
つ
い
て

の
問
題
だ
。
公
営
企
業
と
し
て
経
営
収

支
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
料
金
の
値

上
げ
が
必
要
だ
。

岡
田　

水
道
料
金
は
全
国
的
に
も
格
差

が
あ
り
、
安
い
所
は
20
㎥
８
５
３
円
、

高
い
所
は
７
，
０
０
０
円
で
、
8
倍
の

差
が
あ
り
、
錦
町
は
、
２
，
３
６
０
円

で
人
吉
球
磨
管
内
で
最
も
安
い
料
金
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
簡
易
水
道

の
倍
と
な
っ
て
い
る
。
料
金
が
安
い
方

が
い
い
の
は
当
然
だ
が
、
安
全
安
心
、

安
定
的
な
水
の
供
給
、
消
火
栓
や
、
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
等
を
受
け
ら
れ
な
い

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
町
民
の
理
解
を

得
る
た
め
丁
寧
な
説
明
を
求
む
。
町
水

道
は
人
が
使
用
す
る
の
が
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
畜
産
な
ど
大
量
の
水
を
必
要

と
す
る
事
業
者
も
い
る
。
対
応
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。

※
そ
の
他
、
質
問
事
項
３
、
町
職
員
の

　

勤
務
状
況
に
つ
い
て
、
残
業
手
当
の

　

在
り
方
、
勤
務
状
況
は
、
ど
の
よ
う

　

に
改
善
さ
れ
た
か
質
し
た
。

施
さ
れ
、
現
在
は
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
と
し
て
、
非
農
家
と
一
体

と
な
っ
た
保
全
管
理
に
対
す
る
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。

岡
田　

錦
町
に
は
27
の
工
区
が
あ
り
、

「
溝
さ
ら
え
」
は
、
受
益
農
家
、
担
い
手

農
家
で
行
う
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ

の
担
い
手
農
家
は
、
広
い
農
地
面
積
を

耕
作
し
、
農
地
も
点
在
し
て
お
り
、
い

く
つ
も
の
工
区
を
か
か
え
る
農
家
も
多

い
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
使
い

各
工
区
で
い
ろ
い
ろ
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
人
が
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

農
林
振
興
課　

私
自
身
、
一
つ
の
組
織

に
属
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
話
は
聞
い

て
い
る
。
一
つ
の
例
と
し
て
、
排
水
路

を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
し
、
草
刈
面
積
を

減
ら
し
、
転
落
事
故
等
の
防
止
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

岡
田　

用
排
水
路
の
改
良
で
き
る
所
は

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
、
た
だ
水
路

に
生
息
す
る
生
物
（
螢
）
等
の
配
慮
が

必
要
だ
。
又
17
分
館
に
は
「
あ
ぜ
の
会
」

と
い
う
地
元
の
青
年
部
で
作
る
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
が
あ
り
、
活
動
さ

れ
て
い
る
。
各
工
区
間
の
情
報
交
換
が

必
要
だ
。

町
水
道
の
現
状
と　
　
　
　

将
来
に
向
け
た
計
画
は

岡
田　

水
道
料
金
の
値
上
げ
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
現
状
で
の
問
題
点
は
。

地
域
整
備
課　

問
題
は
大
き
く
2
つ
あ

岡
田　

農
家
数
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ

り
、
工
区
に
よ
っ
て
は
「
溝
さ
ら
え
」

も
ま
ま
な
ら
な
い
。
近
い
将
来
、
農
地

の
維
持
管
理
は
で
き
て
も
、
用
排
水
路

の
維
持
は
難
し
い
。
町
と
し
て
対
応
は
。

農
林
振
興
課　

全
国
的
に
農
家
戸
数
の

減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
水
田
、

畑
、
水
路
な
ど
適
切
な
保
全
管
理
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
19
年
度
か
ら

農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
対
策
が
実

一
般
質
問

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

８
人
が
登
壇

（
要
約
掲
載
）

農
業
用
水
路
、
排
水
路
の
維
持
管
理
の
現
状
は

作業状況
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一 般 質 問一 般 質 問
荒
川　

梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、
災
害
時

の
避
難
所
、
本
町
で
も
改
善
す
べ
き
点

が
幾
つ
か
あ
る
。
又
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
と
し
て
３
密
回
避
も
必
要
。
対

応
策
は
。

総
務
課　

避
難
所
内
の
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
確
保
、
避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
に

は
、
受
付
の
段
階
で
検
温
し
、
消
毒
液

に
よ
る
手
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
く
。

荒
川　

感
染
予
防
対
策
と
し
て
現
存
の

避
難
所
の
３
倍
か
ら
５
倍
の
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
又
、
分

散
型
、
駐
車
場
車
中
泊
型
へ
と
対
応
し

な
け
れ
ば
。

町
長　

今
ま
で
本
町
に
お
い
て
は
、
避

難
所
を
開
設
し
た
時
に
、
大
体
最
高
３
ヶ

所
開
け
て
30
人
程
度
、
一
ヶ
所
10
人
程

度
だ
っ
た
。
想
定
外
と
い
う
こ
と
を
ど

こ
ま
で
想
定
す
る
か
は
難
し
い
が
、
今

ま
で
の
経
緯
か
ら
、
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

荒
川　

お
言
葉
を
返
す
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
は
過
小
評
価
だ
。
今
ま
で
そ
の
く

ら
い
で
済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

後
は
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
熊

本
地
震
も
そ
う
だ
っ
た
。
ま
さ
か
熊
本

で
あ
れ
程
の
大
き
な
地
震
が
あ
る
と
は

誰
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
準
備
は
十

分
す
べ
き
だ
。

錦
中
駐
車
場
に
外
灯
を
！

荒
川　

熊
本
県
が
５
月
28
日
、
避
難
所

の
感
染
予
防
指
針
で
『
可
能
な
限
り
避

難
所
を
多
く
確
保
す
る
よ
う
に
、
又
、

車
中
泊
集
約
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
率
』
を

通
知
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
町
の
１
次

避
難
所
、
そ
し
て
３
次
避
難
所
で
あ
る

中
学
校
と
か
の
駐
車
場
外
灯
設
置
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
。
ま
ず
、
以
前
、
設

置
を
確
約
い
た
だ
い
た
役
場
駐
車
場
外

灯
、
設
置
が
ま
だ
だ
が
。

総
務
課　

近
い
う
ち
に
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

荒
川　

考
え
る
考
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

実
行
を
。
錦
中
学
校
、
保
護
者
か
ら
も

夜
暗
い
と
意
見
が
出
て
い
る
し
、
避
難

所
で
も
あ
る
。
設
置
の
考
え
は
。

教
育
振
興
課　

錦
中
学
校
に
関
し
て
は

外
灯
は
な
く
、
体
育
館
の
入
口
に
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
が
１
基
据
え
ら
れ
て
い
る
。

荒
川　

災
害
時
、
車
中
泊
の
可
能
性
が

出
て
く
る
。
駐
車
場
の
外
灯
必
要
だ
。

町
長　

車
中
泊
の
考
え
方
だ
が
、
車
中
泊

の
場
合
は
、
役
場
に
来
て
い
た
だ
く
の
が

一
番
だ
と
思
っ
て
い
る
。
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
照
ら
せ
る
。

荒
川　

現
存
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
は
、
明

る
す
ぎ
て
眠
れ
た
も
ん
で
は
な
い
。
通

常
の
外
灯
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

最
後
に
、
過
去
に
ど
う
だ
っ
た
か
ら
と

い
う
の
は
通
じ
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
気

象
現
象
は
、
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
。
避
難
の
改
善
点
は
改
善
し
、
防
災

会
議
で
も
災
害
弱
者
の
こ
と
も
考
え
て

意
見
を
拾
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
町
長
、
お
言
葉
を
返
す
よ
う
で
す
が
。
」

荒川 孝一 議員

県南豪雨を伝える報道
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に
立
っ
て
職
員
組
合
と
の
意
思
疎
通
が

大
切
で
あ
る
。
団
体
交
渉
は
過
去
５
年

間
に
何
回
行
っ
た
か
。

総
務
課　

交
渉
は
平
成
30
年
と
31
年
に

二
回
行
っ
て
い
る
。

藤
川　

昨
年
６
月
錦
町
職
員
組
合
が
全

職
員
（
組
合
員
）
対
象
に
「
労
働
環
境
・

労
働
条
件
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
る
。「
改
善
し
て
ほ
し
い
。」

が
95
・
１
％
あ
り
驚
い
て
い
る
。
意
見
欄

に
は
多
く
の
職
員
の
不
満
の
声
が
率
直

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
町
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　

職
員
組
合
か
ら
の
要
望
は
承
知

し
て
お
り
、
改
善
要
望
は
給
与
の
改
善

や
「
渡
り
」
の
運
用
が
主
だ
っ
た
。
要

望
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤
川　

職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
検
挙
事

件
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
。
監
督
責
任
と

し
て
課
長
・
係
長
を
処
分
し
て
い
る
。

最
高
責
任
者
と
し
て
町
長
自
ら
処
分
を

科
す
用
意
は
あ
る
か
。

町
長　

他
自
治
体
の
事
例
な
ど
と
も
照

ら
し
合
わ
せ
、
今
回
は
処
分
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
担
当
課
長
・
係
長
に
は
頭

を
下
げ
て
処
分
を
取
り
下
げ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

木
上
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

藤
川　

木
上
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

３
点
に
絞
り
質
問
す
る
。（
一
）
木
上
地

区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
特
に
下
水
道
の

整
備
）　
（
二
）
木
上
小
学
校
プ
ー
ル
の

移
転
問
題　
（
三
）
県
道
一
武
覚
井
線
球

磨
大
橋
か
ら
Ｊ
Ａ
ス
タ
ン
ド
前
ま
で
の

県
道
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
見
解
を
求

め
る
。

地
域
整
備
課　

当
初
計
画
（
Ｈ
５
年
）

で
は
木
上
地
区
も
下
水
道
接
続
地
域
に

な
っ
て
い
た
が
、
Ｈ
22
年
度
に
計
画
見

出
し
が
行
わ
れ
計
画
区
域
外
と
な
っ
た
。

町
職
員
の
労
務
管
理
に
つ
い
て

藤
川　

町
職
員
の
時
間
外
手
当
未
支
給

問
題
に
つ
い
て
過
去
３
度
質
問
し
て
い

る
。「
休
日
出
勤
に
対
す
る
割
増
分
」
が

未
だ
に
未
解
決
の
ま
ま
だ
。
労
基
法
・

条
例
に
沿
っ
て
対
処
さ
れ
た
い
。
一
連

の
問
題
発
生
後
、
是
正
策
は
取
っ
た
か
。

総
務
課　

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
「
正

規
」
な
形
で
『
伺
い
』
を
取
る
と
い
う

こ
と
で
勧
め
て
い
る
。

藤
川　

具
体
的
な
措
置
が
必
要
だ
。「
労

使
対
策
の
原
則
」（
労
基
法
・
労
組
法
）

　

県
道
一
武
覚
井
線
の
県
道
改
良
工
事

に
つ
い
て
は
、
Ｈ
24
年
度
か
ら
事
業
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
Ｈ
29
年
度
に

県
に
お
い
て
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ

中
止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
県
に
再

度
要
望
を
出
し
、
令
和
２
年
度
の
事
業

計
画
に
乗
せ
て
９
月
の
補
正
予
算
（
肉

付
け
予
算
）
で
予
算
確
保
し
て
い
く
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

※
そ
の
他
、「
木
上
小
学
校
プ
ー
ル
の
危

　

険
性
」「
移
転
の
必
要
性
」
に
つ
い
て

　

町
長
の
見
解
を
求
め
、
早
急
の
移
転

　

を
要
望
し
た
。

藤川　喜一 議員

町
長
の〝
政
治
姿
勢
〞を
問
う
！

一 般 質 問一 般 質 問

学校敷地外にある木上小学校プール（危険？）
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右
田　

今
般
第
６
期
錦
町
総
合
計
画
が

策
定
さ
れ
、
そ
の
基
本
構
想
及
び
計
画

が
示
さ
れ
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
今

回
計
画
書
の
中
か
ら
の
質
問
で
、
一
点

目
が
昨
年
度
よ
り
実
施
の
小
学
校
部
活

動
の
社
会
体
育
移
行
の
件
で
、
ど
う
し

て
も
保
護
者
の
経
費
負
担
増
が
気
が
か

り
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
過

去
2
回
負
担
軽
減
の
質
問
を
行
い
、
確

か
に
使
用
料
面
や
備
品
調
達
等
に
支
援

が
な
さ
れ
、
保
護
者
か
ら
重
宝
が
ら
れ

て
い
る
が
、
更
に
負
担
軽
減
策
を
考
慮

で
き
な
い
か
。

教
育
振
興
課　

社
会
体
育
移
行
し
て
1

年
経
過
で
、
課
題
も
山
積
、
今
後
は
、

ク
ラ
ブ
と
保
護
者
そ
れ
に
学
校
と
の
情

報
収
集
及
び
連
絡
調
整
を
図
り
支
援
し

て
い
く
。

町
長　

１
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
、
今

後
は
経
過
を
見
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
町
が
で
き
る
部
分
は
対
応
し
て
い

き
た
い
。

右
田　

２
点
目
が
、
公
共
交
通
の
整
備
の

中
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
構
想
は
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
課　

実
質
的
に
具
体
的
な
構
想
は

な
い
。

右
田　

提
言
と
し
て
、
慰
霊
祭
時
、
年
々

参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
の
で

臨
時
停
留
所
の
新
設
を
検
討
願
い
た
い
。

町
長　

確
実
に
利
用
度
は
伸
び
て
い
る
。

そ
れ
に
今
後
も
高
齢
化
率
は
伸
び
、
免

許
証
返
納
者
も
増
え
る
傾
向
、
従
っ
て

時
代
に
応
じ
た
変
化
を
模
索
し
て
行
こ

う
と
思
う
。

右
田　

３
点
目
が
、
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
の
策
定
に
関
し
、
近
年
気
象
変
動

に
よ
る
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
国
は
国
土
強
靱

化
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
さ

し
く
生
命
、
財
産
を
守
る
礎
だ
と
確
信

し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
書
の
素
案
は

で
き
て
い
る
か
。

企
画
観
光
課　

昨
年
度
、
球
磨
地
域
振
興

局
長
の
呼
び
か
け
で
、
管
内
市
町
村
や
県

の
地
域
計
画
を
参
考
に
、
関
係
各
課
の
意

見
を
集
約
し
３
月
素
案
策
定
し
た

の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
振
興
局

及
び
件
の
担
当
課
の
ほ
う
か
ら
の

意
見
や
提
案
を
基
に
す
り
合
わ
せ

を
行
い
、
６
月
中
に
は
ま
と
め
、

そ
の
後
公
表
を
予
定
。

町
長　

国
土
強
靱
化
事
業
は
土
木

事
業
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
事
業

が
対
象
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
十

分
考
慮
し
た
う
え
で
補
助
事
業
と
し
て

載
せ
込
み
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

右
田　

今
回
の
錦
町
総
合
計
画
が
絶
対

具
現
化
で
き
、
絵
に
描
い
た
餅
と
な
ら

な
い
よ
う
、
町
長
は
じ
め
職
員
各
位
の

英
知
を
も
っ
て
、
錦
町
総
合
計
画
を
ま

と
め
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
創
業
支
援
対
策
の
中
で
、

　

空
き
家
等
を
利
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
に
つ
い
て
も
質
し
た
。

第
６
期
錦
町
総
合
計
画
の
具
現
化
を
望
む

一 般 質 問一 般 質 問

右田　宣之 議員

第６期錦町総合計画冊子
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一 般 質 問一 般 質 問

策
、
指
導
、
訓
練
は
ど
う
か
。

総
務
課　

町
職
員
に
つ
い
て
は
、
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
た
時
よ
り
、
宴
会
、

総
会
等
出
席
自
粛
、
検
温
、
手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
、
マ
ス
ク
着
用
し
感
染

の
予
防
に
努
め
、
窓
口
対
応
に
は
間
切

設
置
、
来
客
と
の
間
で
飛
散
防
止
を
設

置
し
て
い
る
。

竹
田　

梅
雨
時
期
を
迎
え
、
大
雨
等
災

害
時
の
避
難
所
の
運
営
見
直
し
は
。
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
製
作
、
内
容

等
は
。

総
務
課　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
て
お
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
対
応
。
又
、
避
難
所
の
運
営
に
当
り
、

３
密
を
避
け
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
。

自
宅
が
安
心
安
全
で
あ
れ
ば
、
自
宅
待

機
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
だ
。

竹
田　

避
難
所
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
避
難
所
の
健
康
管
理

が
必
要
で
は
。
問
診
、チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、

保
健
師
が
健
康
状
態
の
確
認
等
の
計
画

は
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な

ど
の
避
難
対
策
は
ど
う
か
。

健
康
保
険
課　

避
難
を
さ
れ
た
時
は
、

必
ず
検
温
、
熱
が
あ
っ
た
時
は
、
違
う

避
難
所
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
後
、
保
健
所
と
連
携
し
、
適

切
な
措
置
を
取
る
。
福
祉
避
難
所
の
場

合
、
健
康
セ
ン
タ
ー
等
を
利
用
し
た
い
。

竹
田　

基
本
検
診
の
計
画
が
あ
る
が
、

今
後
集
団
検
診
、
乳
幼
児
健
診
時
の

対
策
、
健
診
時
の
職
員
の
安
全
性
は

ど
う
か
。

健
康
保
険
課　

３
密
を
避
け
る
割
振
を

大
幅
に
変
更
す
る
予
定
。
乳
幼
児
は
距

離
を
十
分
に
確
保
し
て
健
診
を
す
る
。

教
育
振
興
課
の
対
策

竹
田　

臨
時
休
校
後
の
児
童
生
徒
の
学

校
生
活
に
問
題
は
な
い
か
。

教
育
振
興
課　

順
調
に
、
慣
ら
し
登
校

か
ら
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
て
い
る
。

竹
田　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
町
内

に
出
た
場
合
、
感
染
症
対
策
は
万
全
か
。

ま
た
、
対
策
計
画
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

で
き
て
い
る
か
。

総
務
課　

陽
性
患
者
が
出
た
場
合
の
対

策
は
、
国
、
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
対
応
す
る
。
陽
性
患
者
の
方
は
、
医

療
機
関
に
隔
離
さ
れ
、
保
健
所
の
職
員

や
厚
生
労
働
省
よ
り
調
査
、
濃
厚
接
触

者
と
疑
わ
れ
る
方
は
、
自
宅
待
機
を
二

週
間
程
度
願
う
。

竹
田　

役
場
内
に
感
染
者
が
出
た
場
合

の
対
応
と
職
員
の
安
全
防
護
体
制
、
対

企
画
観
光
課
の
対
策

竹
田　

商
工
業
者
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

企
画
観
光
課　

国
、
県
、
町
と
し
て
の

事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
金
等
を
お
こ

な
う
。

町
長　

町
民
１
人
５
，
０
０
０
円
の
商

品
券
を
発
行
し
、
皆
さ
ん
方
の
生
活
を

守
り
、
町
発
展
を
見
な
が
ら
、
長
期
的

な
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
今
後
の

各
課
の
対
策
は竹田農利人 議員

プレミアム商品券販売
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一 般 質 問一 般 質 問
石
松　

錦
南
部
農
道
整
備
事
業
が
、
平

成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
24
年
た
っ
た
今

も
開
通
し
て
い
な
い
。
開
通
し
て
い
る

所
は
人
吉
、
宮
崎
な
ど
に
行
く
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
交
通
量
も
多
い
。
又
、

大
雨
で
下
流
へ
の
災
害
も
起
き
て
い
る
。

し
か
も
、
南
部
農
道
の
終
点
と
狩
政
線

の
接
続
点
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
安

全
上
道
路
改
良
も
含
め
一
日
も
早
い
完

成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

農
林
振
興
課　

計
画
変
更
や
事
業
費
の

拡
大
に
よ
る
予
算
確
保
、
事
業
用
地
取

得
の
難
航
に
よ
り
遅
れ
た
。
令
和
５
年

完
了
予
定
で
あ
る
。

石
松　

今
、
狩
政
線
の
拡
幅
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
企
業
の
活
性
化
、

利
便
性
を
考
え
た
時
、
一
武
の
重
要
路

線
と
し
て
工
業
団
地
線
を
南
部
農
道
に

つ
な
ぐ
２
車
線
の
産
業
道
路
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長　

南
部
農
道
ま
で
の
計
画
は
な
い
。

今
後
、
狩
政
線
を
事
業
計
画
に
上
げ
進

め
る
。鳥

獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

石
松　

鳥
獣
被
害
は
経
済
被
害
だ
け
で

は
な
く
、
営
農
意
欲
の
減
退
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
に
繋
が
り
深
刻
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
緊
急
に
進
め
る
対

策
は
。

農
林
振
興
課　

令
和
２
年
度
の
補
助
事

業
の
中
で
、機
動
力
の
あ
る
〝
く
く
り
罠
〞

の
整
備
に
係
る
経
費
を
増
額
、〝
く
く
り

罠
〞
の
不
足
に
対
応
す
る
。

石
松　

狩
猟
期
に
捕
獲
し
た
物
へ
の
交

付
金
、
猟
友
会
の
確
保
育
成
、
狩
猟
免

許
の
時
期
な
ど
の
問
題
。
ど
う
対
応
す

る
か
。

農
林
振
興
課　

国
の
対
策
合
同
会
議
や

県
へ
の
要
望
、
管
内
の
状
況
な
ど
利
活

用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

石
松　

人
吉
球
磨
が
連
携
し
て
南
部
農

道
の
山
林
側
に
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
金

属
柵
の
設
置
の
考
え
は
。

町
長　

国
に
対
し
て
有
害
鳥
獣
の
被
害

防
止
と
言
う
事
で
陳
情
し
、
補
助
額
の

要
望
も
進
め
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
の
支
援
体
制
は

石
松　

子
供
の
ひ
き
こ
も
り
を
中
心
に

親
の
病
気
や
介
護
な
ど
複
数
の
問
題
を

抱
え
な
が
ら
生
活
を
さ
れ
て
い
る
家
庭

に
対
応
す
る
た
め
支
援
体
制
を
強
化
す

る
対
策
は
。

住
民
福
祉
課　

状
況
を
確
認
し
た
後
、

適
切
な
部
署
や
組
織
に
つ
な
ぎ
、
そ
の

方
々
に
必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
す
る
。
行

政
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
温
か
い
見

守
り
も
必
要
。

石
松　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
子
供
達
も
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
不
安
を
抱
え
る
子
供
達
の
支
援
対

策
は
。

教
育
振
興
課　

学
校
現
場
と
連
絡
調
整

を
密
に
行
い
、
児
童
生
徒
の
ケ
ア
に
努

め
る
。

石
松　

見
守
り
安
否
を
確
認
し
な
が
ら

高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
さ
れ
て
い

た
町
の
台
所
あ
か
り
の
今
後
の
活
用
は
。

総
務
課　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編
制
、
利

活
用
に
つ
い
て
は
検
討
中
。

南
部
農
道
の
現
状
は
？

石松まゆ子 議員

湯前町の電気金属柵
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生
産
性
向
上
の
為
の
業
務
効
率
化
の
取

組
に
対
し
国
が
経
費
を
補
助
す
る
も
の
。

自
己
負
担
分
に
係
る
町
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
し
自
己
負
担
分
の
二
分
の
一
補

助
上
限
12
万
５
，
０
０
０
円
の
補
助
制

度
を
３
月
に
制
度
化
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
誘
致

早
田　

木
上
地
区
へ
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
建
設
計
画
が
あ
る
が
。

企
画
観
光
課　

木
上
知
敷
原
の
町
有
地

に
お
い
て
民
間
事
業
者
に
よ
る
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
工
場
等
の
規
模
に

対
し
土
地
の
区
域
が
狭
い
為
、
近
隣
農

地
を
町
が
購
入
し
て
用
地
拡
張
し
、
工

業
団
地
化
す
る
事
が
最
も
円
滑
に
事
業

を
進
め
る
方
策
と
判
断
し
た
。

早
田　

町
有
地
を
借
地
と
し
て
提
供
す

る
と
賃
料
が
発
生
す
る
が
。

企
画
観
光
課　

町
有
地
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
10
年

間
は
譲
渡
出
来
な
い
為
、
賃
貸
と
な
る
。

早
田　

発
電
方
式
は
。

企
画
観
光
課　

燃
焼
方
式
は
三
つ
の
方

式
が
あ
る
が
、
直
接
燃
焼
式
で
予
定
さ

れ
る
。

早
田　

雇
用
規
模
に
つ
い
て
は
。

企
画
観
光
課　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
16
人

早
田　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経
済
が
疲
弊

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
本
町
経
済

状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

町
長　

デ
ー
タ
的
に
は
整
理
さ
れ
て
い

な
い
が
、
全
体
的
に
相
当
な
マ
イ
ナ
ス

が
あ
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

早
田　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
小
規
模
事
業
持
続
化
補
助
金
の
自

己
負
担
割
合
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
。

企
画
観
光
課　

小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
は
、
販
路
開
拓
の
取
り
組
み
や

程
度
。
地
元
雇
用
を
優
先
し
た
い
と
聞
い

て
い
る
。

早
田　

町
長
の
発
電
所
に
対
す
る
期
待
は
。

町
長　

廃
熱
利
用
の
農
業
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
の
併
設
見
学
コ
ー
ス
、
と
地
域

資
源
の
有
効
活
用
が
で
き
る
と
思
う
。

水
無
川
、
高
柱
川
へ

土
砂
撤
去
予
算

早
田　

水
無
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
に
予

算
が
確
保
さ
れ
た
と
の
事
だ
が
。

地
域
整
備
課　

指
摘
の
と
お
り
水
無
川

へ
６
，
０
０
０
万
円
程
度
の
予
算
が
、
県

よ
り
確
保
出
来
て
い
る
回
答
を
得
て
い

る
。
ま
た
、
場
所
に
つ
い
て
は
調
査
依
頼

が
あ
る
の
で
、
改
め
て
提
出
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
錦
中
へ
の
外
灯
設
置
、
周

　

辺
整
備
に
つ
い
て
も
質
し
た
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
、

自
己
負
担
半
額
補
助
へ
！

一 般 質 問一 般 質 問

バイオマス発電所建設予定地

早田　和彦 議員
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吉
田　

登
校
時
、
そ
し
て
学
校
内
で
は
、

十
分
に
水
分
が
取
れ
る
。
大
人
で
も
辛

い
歩
い
て
の
下
校
、
水
分
対
策
は
。

教
育
振
興
課　

適
宜
、
マ
ス
ク
を
外
し

屋
外
で
人
と
の
十
分
な
距
離
を
確
保

し
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
よ
う
に

児
童
生
徒
の
水
筒
の
残
量
を
確
認
し
、

水
を
継
ぎ
足
す
よ
う
指
導
に
努
め
て
い

き
た
い
。

吉
田　

交
通
指
導
員
、
見
守
り
隊
の
方
々

も
暑
い
中
頑
張
っ
て
頂
い
て
い
る
。
連

絡
を
密
に
取
り
十
分
な
配
慮
を
お
願

い
し
た
い
。
予
測
が
出
来
な
い
夏
場
の

給
食
提
供
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
は
。

町
長　

今
あ
る
施
設
を
使
っ
て
延
命
に

主
眼
を
持
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、
学
校

給
食
に
人
吉
球
磨
産
牛
肉
を

吉
田　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、
学
校

給
食
に
人
吉
球
磨
産
牛
肉
の
使
用
の
考

え
は
。

企
画
観
光
課　

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
、
チ

ク
キ
ョ
ウ
ミ
ー
ト
さ
ん
か
ら
返
礼
品
と

し
て
注
文
が
あ
る
。

教
育
長　

地
産
地
消
の
利
用
を
考
え
て
、

価
格
の
問
題
も
あ
る
が
努
力
し
て
い
く
。

町
長　

人
吉
球
磨
産
牛
肉
も
今
回
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
本
年
度
に
限
っ
て
給
食
費
一

人
２
千
円
補
助
、
ど
う
に
か
操
作
し
て

と
考
え
る
。

吉
田　

畜
産
農
家
は
、
他
の
農
家
に
も

利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
飼
料
稲
、

耕
畜
連
携
、
畜
産
農
家
が
減
少
し
た
ら

耕
作
放
棄
地
が
増
大
し
か
ね
な
い
。
小
中

学
生
が
大
人
に
な
っ
て
給
食
で
牛
肉
を

出
し
て
も
ら
っ
た
事
を
思
い
出
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
農
業
の
減
収
支
援
と
次
期
作

支
援
は
。

農
林
振
興
課　

肥
育
事
業
継
続
支
援
金
、

感
染
症
対
策
事
業
持
続
化
給
付
金
給
付

事
業
、
感
染
症
対
策
雇
用
助
成
金
が
あ

り
、
次
期
作
支
援
は
、
高
収
益
作
物
次
期

作
支
援
交
付
金
が
創
設
、
国
が
指
定
す
る

作
物
で
幾
つ
か
の
取
組
等
が
必
要
で
あ

る
が
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
る
予
定
。

歩
道
の
設
置
は

吉
田　

町
内
の
通
学
路
の
歩
道
対
策
は
。

地
域
整
備
課　

県
道
覚
井
一
武
線
球
磨

川
大
橋
か
ら
Ｊ
Ａ
木
上
ス
タ
ン
ド
ま
で

の
道
路
拡
幅
改
良
計
画
も
予
算
の
確
保

が
付
き
、
人
吉
水
上
線
荒
田
か
ら
野
間
、

錦
湯
前
線
中
原
か
ら
横
山
の
歩
道
、
国

道
２
１
９
号
内
村
、
原
地
区
の
樹
木
帯

撤
去
、
伐
採
等
今
後
も
県
へ
要
望
を
行

い
安
全
安
心
な
交
通
環
境
に
取
り
組
む
。

吉
田　

５
分
林
の
植
林
状
況
と
今
後
は
。

農
林
振
興
課　

総
契
約
数
92
件
、
継
続

契
約
32
件
、
補
助
事
業
で
取
り
組
む
た

め
森
林
経
営
計
画
の
対
象
森
林
と
し
て

年
度
計
画
で
植
林
、
町
有
林
も
近
年
は

間
伐
を
主
体
と
し
て
補
助
事
業
で
植
林

を
行
っ
て
い
る
。

吉
田　

木
上
知
敷
原
へ
の
企
業
の
進
出
、

雇
用
も
生
ま
れ
木
上
地
区
の
活
性
化
に

繋
が
る
。
町
と
し
て
も
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

子
供
を
守
る

𠮷田　眞二 議員

一 般 質 問一 般 質 問

町内で収穫された飼料
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長　

金
山　

民
幸

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
か
ら
始
ま
っ
た
今
年

も
、
残
り
半
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
さ
れ
て
い
た
行
事
が
全
て
中
止
と
な

り
、
国
内
経
済
状
況
も
世
界
恐
慌
以
上
の
不
況

と
報
道
も
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
基

幹
産
業
を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
移
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

よ
う
や
く
経
済
が
動
き
始
め
た
矢
先
、
７
月
４

日
早
朝
の
大
雨
が
県
南
を
襲
い
、
人
吉
球
磨
地

域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
町

で
も
、
住
居
や
道
路
、
農
地
等
に
多
く
の
損
害

が
発
生
し
、
今
後
の
生
活
も
厳
し
く
な
る
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

特
に
、
人
吉
市
や
球
磨
村
の
被
害
は
想
像
を
超

え
る
も
の
と
な
り
、
人
的
物
的
被
害
が
出
て
し
ま

い
、
経
済
圏
を
共
に
す
る
本
町
と
し
て
も
、
避
難

先
の
提
供
、
教
育
支
援
等
で
き
る
限
り
の
対
策
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
50
年
に
一
度
の
大
雨
が
、
数
年
に
一

度
と
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
今
回
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
人
吉

球
磨
地
域
の
早
期
復
旧
復
興
を
遂
げ
た
い
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

（
文
責　

早
田　

和
彦
）

議 会 の う ご き

４月
１日

９日

・全員協議会

・第８回錦町議会活性化特別

　委員会

・広報特別委員会

・定例郡議長会議

16日

21日

24日

・広報特別委員会

・第６回錦町議会活性化特別

　委員会作業部会

・例月出納検査（～22日）

・広報特別委員会

５月
１日

18日

・全員協議会

・第９回錦町議会活性化特別

　委員会

・例月出納検査（～19日）

21日

28日

29日

・第７回錦町議会活性化特別

　委員会作業部会

・定例郡議長会議

・人吉球磨広域行政組合議会

　臨時会

６月
１日

３日

８日

10日

・議会運営委員会

・全員協議会

・錦町防災会議

・令和２年第２回定例会（～12

日）

・議会運営委員会

17日

25日

26日

・例月出納検査（～１８日）

・定例郡議長会議

・決算審査（水道事業）

・第８回錦町議会活性化特別

　委員会作業部会

・広報特別委員会

傍聴席から一言

小嶋　和喜さん
　今までは広報で見る「議会だより」
が町政を知る手段であったが、今回
は新型コロナウィルス対策に関して
の質問があり、その答弁が聞けると
いう事で非常に興味深い事案であっ
たので傍聴させて頂きました。
　厳粛な雰囲気の中で議長より開会
の弁があり指名された議員からの質
問が開始され、関係部署からの丁寧
な答弁を聞く事ができました。
　約一時間の問答が議会だよりでは
簡潔に要約されており大きな流れは
読み取る事はできるが、私達の代弁
者がどれ程勉強して、どれ程調査を
してどの方向へ町政を向かわせよう
としているのかは傍聴でしか読み取
る事ができない部分がある様な気が
しました。
　今までは議会だよりで充分である
と思っていましたが「生の声を聞か
なきゃダメだ」と改めて感じました。
自分なりに議会の傍聴に興味が湧き
ましたのでこれからは時間を削って
でも傍聴をし、町政のゆくえを見守
りたいと思いました。


